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百
年
信
荏
再

何
沼
苦
心
魂

当
学
衛
塞
将

建
功
在
汚
源

珪
組
賢
君
何

青
紫
明
主
思

終
軍
才
始
遠

賀
詮
位
方
尊

金
張
服
務
晃

許
史
乗
華
軒

王
侯
貴
片
義

公
卿
重
一
ヰ
一
一
口

太
平
多
催
娯

飛
蓋
東
都
内

顧
念
張
仲
蔚

蓬
誌
満
中
麗

訳
注

加
藤

し
ず

韓

公

売

薬

に

論

み

梅

生

市

内

に

隠

る

吉

年

信

に

荏

再

た

り

何
ぞ
用
い
ん
心
魂
を
苦
む
る
を

当
に
学
ぶ
べ
し
衛
品
種
将

功
を
建
つ
る
こ
と
河
源
に
在
り

珪
組
は
賢
君
の
珂

青
紫
は
明
主
の
患

終

軍

才

始

め

て

達

し

賓

詑

位

方

に

尊

し

金
張
は
務
官
先
を
服
し

許
史
は
華
軒
に
乗
る

王

侯

片

義

を

貴

び

公

卿

一

言

を

重

ん

ず

太
平
に
し
て
催
娯
多
く

蓋
を
東
都
内
に
飛
ば
す

顧

み

て

念

う

張

仲

蔚

の

蓬

荷

中

園

に

満

つ

る

を

吋
文
選
集
注
い
江
掩
「
雑
体
詩
」
訳
注

左
記
室
(
詠
史
)
患
(
加
藤
)

/ー¥

¥-/ 

文
彬

〔
押
韻
〕

O
門
・
魂
・
尊
・
門
(
上
平
声
二
十
三
魂
)
、

平
声
二
十
二
元
)
、
患
(
上
平
声
二
十
四
痕
)

源
・
軒
・
一
一
一
一
口
・
圏
(
上

〔
校
勘
〕

川
町
何
舟
苦
心
魂

口
王
侯
貴
片
義

日
太
平
多
様
娯

「
何
為
苦
心
魂
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
〉

諸
本
す
べ
て
「
王
侯
貴
片
議
」
に
作
る
。

諸
本
す
べ
て
「
歓
娯
」
に
作
る
。

〔
訳
]

後
漢
の
韓
康
は
、
薬
草
を
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
第
と
世
俗
の
中
に

身
を
霞
き
し
ず
め
て
い
き
、
漢
の
梅
福
は
、
市
門
の
雑
兵
と
し
て
身
を

隠
し
た
。
人
生
の
百
年
と
い
う
時
間
は
、
ま
こ
と
に
次
々
と
絶
え
間
な

く
進
行
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
隠
論
と
い
う
生
き

方
で
心
魂
を
苦
し
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

衛
車
内
や
塞
去
病
の
よ
う
な
人
物
が
、
黄
河
の
源
で
あ
る
西
域
で
功
績

を
た
て
た
こ
と
に
倣
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
賢
君
の
自
に
止

ま
っ
て
珪
玉
と
組
紐
を
与
え
ら
れ
、
明
君
の
恵
み
で
青
綬
や
紫
綬
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

終
軍
は
そ
の
才
能
を
認
め
ら
れ
て
、
よ
う
や
く
官
位
に
就
き
、
資
誼

も
ま
た
、
任
用
さ
れ
た
後
に
位
が
高
く
な
り
重
ん
じ
ら
れ
た
。
金
日
碍

と
張
安
世
は
認
の
尾
で
飾
っ
た
冠
を
つ
け
、
許
皇
后
の
一
族
、
史
良
娩

の
一
族
は
…
豪
華
な
車
に
乗
っ
た
。
王
や
諾
侯
は
わ
ず
か
な
善
行
で
も
費

び
、
公
郷
は
ほ
ん
の
一
一
一
一
一
口
を
も
重
ん
ず
る
の
で
あ
る
。

今
の
世
は
太
平
で
あ
っ
て
、
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
が
多
く
、
官
を
退

七
一
真
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く
時
で
す
ら
、
東
の
門
で
を
し
て
送
別
す
る
。
思
い
起
こ
さ
れ
る
の

は
張
仲
蔚
ほ
ど
の
才
能
の
あ
る
士
が
、
蓬
の
生
い
茂
る
庭
で
身
を
終
え

た
こ
と
で
あ
る
。

{
左
記
室

(
一
詠
史
)

思
}

陸
善
経
日
、

晋①

不
就
也

辞
疾
、

一
戸
、
斉
王
問
問
為
記
室
、

陸
茎
口
経
臼
く
、
普
に
一
五
う
、
斉
王
の
問
、

も
、
疾
に
辞
り
、
就
か
ざ
る
な
り
、
と
。

と
為
さ
ん
と
す
る

コし
=出口

〔
訳
〕

陸
善
経
い
う
、
『
晋
』
に
、
「
斉
王
の
開
が
左
患
を
記
一
に
し
よ
う

と
し
た
が
、
病
気
を
理
由
に
辞
退
し
て
、
織
に
就
か
な
か
っ
た
」
と

あ
る
、
と
。

〔
注
〕

①
普
書
云
・
:
『
晋
書
』
(
巻
九
十
二
)
左
思
伝
に
「
斉
王
問
、
命

為
記
室
督
、
辞
疾
、
不
就
。
及
張
方
縦
暴
都
邑
、
挙
家
適
業
州
、
数

歳
以
疾
終
(
斉
王
の
問
問
、
命
じ
て
記
室
督
と
為
さ
ん
と
す
る
も
、
疾

に
辞
り
、
就
か
ず
。
張
方
の
都
邑
に
縦
暴
す
る
に
及
び
て
、
家
を
挙

げ
て
葉
州
に
適
き
、
数
歳
に
し
て
疾
を
以
て
終
わ
る
ご
と
あ
る
。

七
二
頁

引
日
{
韓
公
称
売
薬
、
梅
生
隠
市
内
}

@
 

李
日
、
活
様
後
漢
書
日
、
韓
康
字
伯
休
、
一
名
括
休
。
京
兆
人
也
。

a
g
i
l
i
-
-
i
i

③
 

采
薬
名
山
、
売
於
長
安
市
。
口
不
二
債
品
川
絵
年
。
梅
生
梅
福
也
。
漢

日
、
梅
福
一
一
戦
棄
妻
子
去
。
其
後
、
人
見
福
於
会
稽
者
。
変
名
姓
為

呉
市
門
卒
。

音
決
、
梅
莫
杯
反
。

李
周
翰
臼
、
韓
佑
休
少
立
、
貞
操
隠
長
安
市
売
薬
。

尉
。
後
王
奔
執
政
、
乃
変
姓
名
為
市
内
卒
也
。

梅
子
真
為
南
昌

李
世
間
口
臼
く
、
活
醸
の
後
漢
書
に
日
く
、
韓
康
字
は
伯
休
、
一
名
は
括

休
。
京
兆
の
人
な
り
。
常
に
薬
を
名
山
に
采
り
、
長
安
の
市
に
売
る
。

口
に
債
を
二
に
せ
ざ
る
こ
と
品
川
絵
年
と
。
梅
生
は
梅
一
福
な
り
。
漢
書
に

臼
く
、
梅
福
一
朝
に
し
て
妻
子
を
棄
て
て
去
る
。
其
の
後
、
人
福
を
会

穏
に
見
る
者
あ
り
。
名
姓
を
変
え
呉
の
市
内
の
卒
と
為
る
、
と
。

音
決
に
、
梅
は
莫
杯
の
反
な
り
、
と

D

李
局
翰
日
く
、
韓
伯
休
は
少
く
し
て
立
ち
、
貞
操
に
し
て
長
安
の
市

に
揺
れ
薬
を
売
る
。
梅
子
真
、
南
昌
尉
為
り
。
後
に
王
葬
の
政
を
執
れ

ば
、
乃
ち
姓
名
を
変
じ
市
門
の
卒
と
為
る
な
り
、
と
。

〔
校
勘
〕

O
常

采

薬

名

山

「

常

采

名

薬

」

.
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
口

不

二

僚

舟

徐

年

「

口

不

二

償

三

十

鈴

年

」

本
・
富
子
監
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本

〈
尤
刻
本
・
前
例
刻



O
梅
生
梅
福
山
也
照
明
州
本
に
は
該
当
笛
所
無
し
。

O
梅
福
一
朝
棄
妻
子
去
「
梅
福
棄
妻
子
去
」
〈
建
州
本
〉

O
人
見
福
於
会
稽
者
「
人
見
於
会
稽
者
」
〈
拐
刻
本
・
国
子
監
本

.
明
州
本
・
建
州
本
〉

O
李
潤
翰
日

「
有
見
於
会
稽
者
」
〈
秀
州
本
〉

「
翰
同
善
注
」
〈
陳
八
郎
本
・
建
州
本
〉

(
訳
〕李

善
い
う
、
活
躍
の
『
後
漢
書
』
に
、
「
韓
康
、
字
は
伯
林
、
一
名

に
括
休
と
い
う
。
京
兆
の
人
で
あ
る
。
常
に
薬
草
を
名
山
に
於
い
て
採

り
、
長
安
の
街
頭
で
売
っ
て
い
た
。
薬
草
を
売
る
と
き
に
、
元
々
の
値

段
を
上
下
さ
せ
る
こ
と
は
無
く
、
三
十
年
の
間
売
り
続
け
て
い
た
」
と

あ
る
。
梅
生
と
は
梅
福
の
こ
と
で
あ
る
。
『
漢
書
』
に
、
「
梅
福
は
あ
る

日
突
然
、
妻
子
を
捨
て
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
梅
福
を
会
稽

で
見
た
と
い
う
者
が
い
た
。
そ
の
人
に
拠
れ
ば
、
梅
福
は
姓
名
を
変
え

て
、
呉
国
の
市
内
の
雑
兵
と
な
っ
て
い
た
」
と
あ
る
、
と
。

『
立
間
決
』
に
、
「
梅
は
莫
杯
の
反
で
あ
る
」
と
あ
る
。

李
局
翰
い
う
、
韓
伯
休
は
若
く
し
て
自
立
し
、
節
操
を
守
り
な
が
ら
、

長
安
の
市
に
身
を
穏
し
薬
草
を
売
っ
て
い
た
。
梅
子
真
は
、
南
畠
尉
で

あ
っ
た
。
後
に
玉
葬
が
政
治
の
実
権
を
握
っ
た
。
す
る
と
梅
一
悔
は
姓
名

を
変
え
、
市
内
の
雑
兵
と
な
っ
た
、
と
。

(
注
]

①
治
論
は
、
『
説
文
解
{
子
』
に
「
小
波
為
給
。
以
水
A
m
t
F
(

小
波

を
治
と
為
す
。
水
に
以
う
命
の
士
一
一
戸
ご
と
あ
り
、
「
一
日
、
役
也
(
一
に
日

『
文
選
集
注
』
江
掩
「
雑
体
持
」
訳
注

左
記
室
(
詠
史
)
思
(
加
藤
)

く
没
な
り
ご
と
あ
る
。
ま
た
、
競
の
煉
琳
の
詩
に
「
沈
論
衆
庶
問
、

与
世
無
有
殊
。
好
欝
懐
傷
結
、
計
展
有
何
自
(
衆
庶
の
簡
に
沈
論
し
、

世
と
殊
な
る
有
る
無
し
。
好
援
し
て
傷
結
を
懐
き
、
野
展
す
る
に
何
の

由
か
有
ら
ん
ご
と
あ
る
。
治
は
、
民
間
の
な
か
に
隠
れ
て
い
く
こ
と

を
い
う
。

②
活
嘩
後
漢
書
日
:
・
明
後
漢
書
』
(
巻
八
十
三
)
逸
民
列
伝
に
「
韓

康
、
字
伯
休
、
一
名
活
休
。
京
兆
覇
綾
人
。
家
世
著
姓
。
常
采
薬
名
山
、

売
於
長
安
市
。
口
不
二
億
、
一
二
十
鈴
年
。
時
有
女
子
従
康
寅
薬
。
康
守

債
不
移
(
韓
康
、
字
は
伯
休
、
一
名
は
倍
休
。
京
兆
覇
陵
の
人
な
り
。

家
、
世
々
著
姓
な
り
。
常
に
薬
を
名
山
に
采
り
て
、
長
安
の
市
に
売
る
。

口
に
償
を
こ
に
せ
、
さ
る
こ
と
、
三
十
鈴
年
た
り
。
時
に
女
子
の
康
に
従

い
て
薬
を
買
う
有
り
。
康
債
を
守
り
て
移
さ
ず
ご
と
あ
る
。

③
漢
書
日
:
・
『
漢
書
』
(
巻
六
十
七
)
梅
福
伝
に
「
至
元
始
中
、

王
葬
骸
政
、
福
一
朝
棄
妻
子
、
去
九
江
、
至
今
簿
以
為
他
。
其
後
、
人

有
見
福
於
会
稽
者
。
変
名
姓
、
為
呉
市
内
卒
云
(
元
始
中
、
王
葬
、
政

を
額
ら
に
す
る
に
至
り
、
福
、
一
報
に
し
て
妻
子
を
棄
て
、
九
江
を
去

り
、
今
に
至
り
て
簿
え
て
以
て
仙
と
為
す
。
其
の
後
、
人
、
福
を
会
稽

に
見
る
者
有
り
。
名
姓
を
変
じ
、
呉
の
市
内
の
卒
と
為
る
と
云
う
ご

と
あ
る
。

o 3 
04 

百
年

荏 m

再v

何
用
苦
心
魂
}

?莫@

康
俊
王
膏
歌
日
、
人

荏
蒋
代
議t

七
三
一
良
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立
日
決
、
荏
市
英
一
反
。
蒋
舟
。

呂
延
済
臼
、
荏
再
少
持
品
。
一
吉
田
人
百
年
如
少
時
之
問
。

自
為
治
総
也
。

今
案
五
家
・
陸

可
'a勾
aa

心
油
側
、

@
 

経
本
用
為
予
。

李
善
日
く
、
張
華
の
動
志
詩
に
臼
く
、
荏
再
と
し
て
代
謝
す
、
と
口

な

ん

す

漢
書
の
廃
陵
王
膏
歌
に
臼
く
、
人
の
生
ま
る
る
や
要
ず
死
す
、
何
為
れ

ぞ
心
を
苦
し
め
ん
や
、
と
。

音
決
に
、
荏
は
市
英
一
の
反
な
り
。
再
、
音
は
舟
な
り
、
と
。

呂
延
済
臼
く
、
荏
再
は
少
時
な
り
。
一
一
一
一
?
っ
こ
こ
ろ
は
人
の
百
年
少
時

の
間
の
如
し
。
何
ぞ
心
魂
を
苦
し
め
、
自
ら
論
隠
を
為
さ
ん
や
、
と
。

今
案
ず
る
に
五
家
・
経
善
経
本
は
用
を
予
に
為
る
。

〔
校
勘
〕

O
張
華
動
志
詩
日
「
張
華
動
忘
詩
」
〈
建
州
本
〉

O
人
生
要
死
「
人
生
悪
死
」
〈
国
子
監
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・

建
州
本
〉

。
何
為
苦
心

。
自
為
論
隠
出
m

.
建
州
本
〉

「
何
為
苦
也
」
〈
国
監
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
〉

「
自
為
論
強
」
〈
棟
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本

〔
訳
]

李
善
一
五
う
、
張
華
の
「
肌
縦
士
山
詩
」
に
、
「
歳
月
は
と
ど
ま
る
こ
と
無

く
進
行
し
、
移
り
代
わ
っ
て
い
く
」
と
あ
る
。
『
漢
書
』
の
農
陵
王
膏

の
歌
に
は
、
「
人
は
生
ま
れ
た
ら
、
必
ず
死
が
あ
る
。
ど
う
し
て
心
を

七
回
頁

苦
し
め
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
と
あ
る
、
と
。

叶
音
決
』
に
、
「
荏
は
市
甚
の
反
で
あ
る
。
再
の
音
は
出
円
で
あ
る
」

と
あ
る
。

呂
延
済
云
う
、
荏
再
と
は
非
常
に
短
い
時
間
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ

る
。
人
に
と
っ
て
の
百
年
と
は
あ
っ
と
い
う
荷
に
流
れ
て
い
く
短
い
時

間
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
何
故
、
心
魂
を
苦
し
め
て
、

自
ら
世
俗
の
中
に
身
を
穏
す
こ
と
な
ど
し
よ
う
か
、
と
い
う
の
が
こ
の

二
句
の
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
。

今
錦
べ
る
に
、
五
家
本
・
陸
韮
口
経
本
は
用
の
字
を
予
に
作
っ
て
い
た
。

〔
注
]

①
荏
再
荏
再
は
、
『
文
選
』
所
収
の
播
岳
「
悼
亡
詩
」
に
「
荏
再

冬
春
載
、
寒
暑
忽
流
易
。
之
子
帰
窮
泉
、
重
壊
、
氷
幽
縞
(
荏
再
と
し
て

冬
春
毅
り
、
寒
暑
忽
ち
流
臼
却
す
。
之
の
子
窮
泉
に
帰
し
、
重
壌
永
く
幽

縞
す
)
」
と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
は
「
荏
再
、
猶
瀬
也
。
舟
舟
、
歳
月

流
貌
也
(
荏
再
は
、
猶
お
漸
の
ご
と
き
な
り
。
再
出
汁
は
、
歳
月
の
流
る

る
貌
な
り
ご
と
す
る
。

②
張
華
勝
志
詩
日
:
・
張
華
の
「
働
志
詩
」
に
「
日
与
丹
与
、
荏
再

代
謝
。
逝
者
如
期
、
ハ
曾
無
自
夜
(
日
や
月
や
、
荏
再
と
し
て
代
謝
す
。

逝
く
者
斯
く
の
如
く
、
曾
て
日
夜
無
し
ご
と
あ
る
。

③
漢
書
康
俊
王
膏
歌
日
・
:
『
漢
書
』
(
巻
六
十
三
)
慶
陵
麗
王
劉

膏
簿
に
「
王
白
歌
白
、
『
欲
久
生
令
無
終
、
長
不
楽
令
安
窮
口
奉
天
期

分
不
得
須
出
火
、
千
里
馬
令
駐
待
路
、
黄
泉
下
令
幽
深
。
人
生
要
死
、
何

為
苦
心
。
何
用
為
楽
。
心
所
喜
。
出
入
無
保
為
楽
亙
。
蕎
皇
召
今
郭
円

関
側
、
死
不
得
取
代
庸
、
身
自
逝
(
王
、
自
ら
歌
い
て
日
く
、
『
久
し
く



生
き
ん
と
欲
す
る
も
終
り
無
か
ら
ん
、
長
く
楽
ま
ず
し
て
安
ん
ぞ
窮
せ

ん
や
。
天
の
期
を
奉
じ
須
突
な
る
を
得
ず
、
千
里
の
馬
駐
ま
り
て
路
に

待
つ
、
黄
泉
の
下
幽
深
た
り
。
人
の
生
る
る
や
要
ず
死
す
、
何
為
れ
ぞ

心
を
苦
し
め
ん
や
。
何
を
用
て
か
楽
と
為
す
。
心
の
喜
ぶ
所
な
り
。
出

入
保
し
む
こ
と
無
く
楽
し
み
を
為
す
も
蔽
一
や
か
な
り
。
蕎
皇
に
召
さ
れ

な
ば
郭
門
に
関
せ
ら
る
、
死
す
れ
ば
代
粛
を
取
る
を
得
ず
し
て
、
身
自

ら
逝
く
』
と
ご
と
あ
り
、
「
人
生
要
死
、
何
為
苦
心
(
人
の
生
る
る
や
要

ず
死
す
、
何
為
れ
ぞ
心
を
苦
し
め
ん
や
ご
の
顔
師
古
注
に
は
了
一
一
一
口
人

生
必
首
有
死
、
無
綴
労
心
懐
悲
戚
(
号
一
口
う
こ
こ
ろ
は
人
生
必
ず
嘗
に
死

有
る
べ
し
、
心
を
労
し
て
悲
戚
を
懐
く
に
綴
る
こ
と
無
し
ご
と
あ
る
。

④
底
本
で
は
、
「
予
」
字
の
右
側
に
「
為
」
字
が
書
き
込
ま
れ
て
い

る
。
校
勘
に
示
し
た
よ
う
に
五
家
本
は
「
何
為
」
に
作
る
。
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{
当
学
衛
一
塞
将
、

建
功
在
河
源
}

①

E
E
E
E
E
E
E
U
E
E
E
E
E
E
E

③
 

李
善
白
、
衛
衛
青
。
塞
震
去
病
塩
。
陸
賀
新
語
日
、
以
義
建
功
。
河

Z
E
E
-
E
E
E
E
E
E
Z
E
E
-
@
 

源
旬
奴
之
境
也
。
山
海
経
田
、
昆
山
Am
之
東
北
隅
、
実
惟
河
源
。

立
間
決
、
将
子
亮
反
。

劉
良
日
、
衛
青
・
一
審
去
病
皆
漢
終
。

立
功
於
西
域
。

一
例
源
即
西
域
。

李
善
臼
く
、
衡
は
衛
青
な
り
。
震
は
濯
去
病
な
り
。
陸

臼
く
、
義
を
以
て
功
を
建
つ
。
河
源
と
は
勾
奴
の
境
な
り
、

こ
れ

経
に
日
く
、
箆
奇
の
東
北
の
隅
、
実
に
惟
河
源
な
り
、
と
。

音
決
に
、
将
は
子
亮
の
反
な
り
、
と

の
新
語
に

と
。
山
海

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
持
」
訳
注

左
記
室
(
詠
史
)
思
(
加
藤
)

抑
制
良
巴
く
、
衛
青
・
震
去
病
は
皆
漢
の
将
な
り

D

功
を
西
域
に
立
つ
。

河
源
は
即
ち
西
域
な
り
、
と
。

〔
校
勘
〕

O
審
塞
去
病
也
「
一
一
僅
塞
去
病
」

子
監
本
・
明
州
本
・
秀
川
本
〉

O
河
源
旬
奴
之
境
也
「
河
源
旬
奴
之
境
」

明
川
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
実
像
前
源
「
実
湾
海
源
也
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
昌
子
監
本
〉
。

「
実
惟
河
源
也
」
〈
明
州
本
・
秀
川
本
・
建
州
本
〉
。

(
「
也
」
字
無
し
)

〈
尤
刻
本
・
国

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本

〔
訳
〕李

善
い
う
、
衛
と
は
衛
青
の
こ
と
で
あ
る
。
震
と
は
塞
去
病
の
こ
と

で
あ
る
。
建
国
貝
の
『
新
語
』
に
い
う
、
「
義
を
貫
い
て
功
績
を
建
て
た
」

と
。
、
河
源
と
は
旬
奴
と
の
境
界
の
地
の
こ
と
で
あ
る
。
『
山
海
経
』
に
、

「
昆
南
山
の
東
北
の
あ
た
り
こ
そ
が
、
向
、
源
な
の
で
あ
る
」
と
あ
る
、
と
。

『
音
決
』
に
、
「
将
は
子
亮
の
反
で
あ
る
」
と
あ
る
。

劉
良
い
う
、
衛
青
・
震
去
病
は
と
も
に
漢
の
将
軍
で
あ
る
。
功
績
を

西
域
に
立
て
た
。
こ
こ
で
い
う
河
源
と
は
、
つ
ま
り
西
域
の
こ
と
な
の

だ
、
と
。

(
注
〕

①
衛
脅
衛
青
は
平
陽
の
人
。
字
は
仲
郷
。
『
史
記
』
(
巻
百
十
二

衛
将
軍
際
騎
列
伝
に
ご
克
光
五
年
、
青
為
車
騎
将
軍
、
撃
旬
奴
、
出
上

谷
(
元
光
五
年
、
育
、
車
騎
将
軍
と
為
り
、
旬
奴
を
撃
た
ん
と
し
、
上

七
五
頁



筑
波
中
国
文
化
論
議

第
三
十
号

二
O

一一

谷

よ

り

出

づ

ご

と

、

元

光

五

年

に

初

め

て

匂

奴

を

っ

た

こ

と

が

か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
長
平
候
と
な
っ
た
。
ま
た
「
殺
、
大
将
軍
育
、

凡
七
出
撃
旬
奴
、
新
捕
首
虜
五
高
訟
級
(
最
ぶ
る
に
、
大
将
軍
育
、
凡

て
七
た
び
出
で
て
旬
奴
を
撃
ち
、
首
藤
を
斬
捕
す
る
こ
と
五
高
齢
級
な

り
ご
と
あ
り
、
そ
の
後
も
六
度
に
渡
り
勾
奴
を
撃
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
後
に
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

②
餐
去
病
餐
去
病
は
平
協
働
の
人
。
衛
青
の
姉
の
子
。
武
帝
の
時
、

嬢
銚
校
訴
と
な
り
、
勾
奴
を
撃
っ
た
。
後
に
際
騎
大
将
軍
と
な
っ
た
。

『
史
記
』
衛
将
軍
藤
紘
制
列
簿
に
「
最
、
蝶
続
将
軍
去
病
、
凡
六
出
撃
旬

奴
(
最
ぶ
る
に
諜
続
将
軍
去
↑
柄
、
凡
て
六
た
び
出
で
て
旬
奴
を
撃
つ
ご

と
あ
る
。

③
陸
寅
新
語
日
・
:
『
新
語
』
道
基
に
「
際
力
就
列
、
以
義
建
功
(
力

を
陳
べ
列
に
就
き
、
義
を
以
て
功
を
建
つ
ご
と
あ
る
。

④
山
海
経
臼
:
・
円
山
海
経
』
北
山
経
に
「
又
北
三
百
二
十
皇
、
日

敦
嘉
之
山
。
其
上
多
楼
・
栴
、
主
(
下
多
詑
革
。
敦
嘉
之
水
出
駕
、
市
西

流
注
子
ぬ
沢
、
出
子
毘
器
之
東
北
隅
。
実
堆
河
源
。
其
中
多
赤
鮭
、
其

獣
多
兇
・
旋
牛
、
主
(
鳥
多
鴻
鳩
(
又
た
北
に
三
百
二
十
皇
、
敦
嘉
の
山

と
白
う
。
其
の
上
に
楼
・
栴
多
く
、
其
の
下
に
草
草
多
し
。
敦
嘉
の
水
駕

よ
り
出
で
、
菖
流
し
て
湖
、
沢
に
注
、
ぎ
、
昆
需
の
東
北
の
隅
に
出
づ
。
実

に
惟
れ
河
源
な
り
。
其
の
中
に
赤
鮭
多
く
、
其
の
獣
に
は
見
・
旋
牛
多

く
、
其
の
鳥
に
は
鴻
鳩
多
し
ご
と
あ
り
、
そ
の
郭
撲
注
に
「
即
河
水
、

出
麗
器
之
虚
(
郎
ち
汚
水
、
昆
山
ム
間
の
虚
よ
り
出
づ
ご
と
あ
る
。
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①
 

{
珪
組
賢
君
時
、
青
紫
明
、
王
患
}

七
六
頁

φ
 

李
日
、
漢
書
夏
侯
勝
日
、
士
病
不
明
経
。

俊
拾
地
芥
。

音
決
、
時
覚
見
反
。
組
音
祖
。

呂
向
日
、
珪
玉
也
。
組
綬
也
。
紫
綬
色
也
。
賢
君
・
明
主
皆
天
子
品
。

間
一
願
。
思
々
恵
也
。

陸
諮
問
経
日
、
衛
青
・
震
去
病
建
功
絶
域
。

詣

之

也

。

々
術
荷
明
、

其
取
車
問
紫
如

君
錫
珪
服
以
サ
ム
口
勲
労
。

李
臼
く
、
漢
書
に
い
う
夏
侯
勝
に
臼
く
、
士
は
経
に
明
ら
か
に
な
ら

ざ
る
を
病
む
。
経
術
荷
く
も
明
ら
か
な
れ
ば
、
其
れ
青
紫
を
取
る
こ
と

換
し
て
地
芥
を
拾
う
が
如
し
、
と
。

音
決
に
、
阿
は
覚
見
の
反
な
り
。
組
、
音
は
祖
な
り
、
と
。

呂
向
日
く
、
珪
一
は
玉
な
り
。
組
は
綬
な
り
。
紫
は
綬
の
色
な
り
。
賢

君
・
明
主
は
皆
天
子
な
り
。
珂
は
顧
な
り
。
患
は
患
恵
な
り
、
と
。

陸
欝
経
日
く
、
衛
青
・
震
去
病
功
を
絶
域
に
建
つ
。
君
は
珪
服
を
錫

い
以
て
勲
労
に
苔
う
。
嘗
に
之
を
慕
う
べ
き
を
言
う
な
り
。

〔
校
勘
]

O
珪
玉
也

「
珪
玉
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

〔
訳
〕

李
善
い
う
、
『
漢
書
』
に
夏
侯
勝
が
以
下
の
様
に
言
っ
た
と
あ
る
。
「
士

は
経
術
に
明
ら
か
で
無
い
こ
と
を
憂
う
。
も
し
経
術
に
さ
え
明
ら
か
で

あ
れ
ば
、
青
紫
の
搬
を
取
っ
て
大
夫
と
な
る
こ
と
は
、
下
を
向
い
て
地



の
ち
り
を
拾
う
ほ
ど
に
簡
単
な
こ
と
で
あ
る
」
と
。

『
音
決
』
に
、
「
阿
は
覚
見
の
反
で
あ
る
。
組
の
音
は
祖
で
あ
る
」

と
あ
る
。

呂
向
い
う
、
珪
と
は
玉
で
あ
る
。
組
と
は
侃
玉
を
繋
ぐ
紐
の
こ
と
で

あ
る
。
紫
は
綬
の
色
で
あ
る
。
賢
君
・
明
主
は
と
も
に
天
子
の
こ
と
で

あ
る
。
時
と
は
愛
顧
す
る
こ
と
で
あ
る
。
患
と
は
恩
恵
の
こ
と
で
あ
る
、

と。
陸
善
経
い
う
、
衛
青
・
震
去
病
の
二
人
は
功
績
を
絶
域
に
建
て
た
と
。

君
主
は
珪
服
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
功
績
に
答
え
る
。
こ
の
二
者
を

慕
う
べ
き
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

①
珪
組
「
珪
」
は
『
説
文
解
字
』
に
「
珪
、
古
文
圭
(
珪
は
、
古

文
の
圭
な
り
ご
と
あ
り
、
同
じ
く
『
説
文
解
字
』
に
「
圭
、
瑞
玉
世
。

上
国
。
下
方
(
圭
は
、
瑞
玉
な
り
。
上
は
密
。
下
は
方
な
り
ご
と
あ
り
、

そ
の
段
玉
裁
注
に
は
「
瑞
者
以
玉
為
信
也
(
瑞
は
玉
を
以
て
信
と
為
す

な
り
ご
と
あ
る
。

「
組
」
は
『
説
文
解
字
』
に
「
組
、
綬
属
品
。
其
小
者
、
以
為
冠
綾

(
組
は
、
綬
の
属
な
り
。
其
の
小
な
る
者
、
以
て
冠
綾
と
為
す
ご
と

あ
り
、
そ
の
段
玉
裁
注
に
「
大
為
組
綬
、
小
為
組
綾
。
其
中
之
用
多
失

(
大
な
る
も
の
は
組
綬
と
為
し
、
小
な
る
も
の
は
総
綴
と
為
す
。
其
の

中
を
之
用
う
る
こ
と
多
し
ご
と
あ
る
。

「
珪
紐
」
は
『
晋
蓄
』
(
巻
八
十
六
)
張
軌
伝
に
「
(
張
)
茂
・
駿
・

重
華
、
資
忠
盤
武
、
崎
極
僻
随
、
無
忘
本
朝
。
故
能
酉
控
諸
戎
、
東
嬢

豆
狩
。
結
累
葉
之
珪
組
、
賦
絶
域
之
珠
(
茂
・
駿
・
重
華
、
忠
を
資

吋
文
選
集
注
」
江
沌
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
二
)

左
記
箆
(
詠
史
)
思
(
加
藤
)

り
武
を
陸
、
ぎ
、
僻
陪
に
崎
極
し
て
、
本
朝
を
忘
る
る
こ
と
無
し
。
故
に

能
く
西
の
か
た
諸
戎
を
控
え
、
東
の
か
た
巨
猪
を
譲
う
。
累
葉
の
珪
組

を
結
、
ぎ
、
絶
域
の
深
賓
を
賦
す
ご
と
あ
る
。
ま
た
司
文
選
』
一
助
収
の

任
防
「
王
文
憲
集
序
」
に
は
「
既
襲
珪
組
、
針
揚
王
命
(
既
に
珪
組
を

襲
い
、
揚
玉
の
命
に
針
う
ご
と
あ
り
、
そ
の
劉
良
注
に
「
珪
諾
侯
所

執
也
。
組
綬
。
所
以
繋
印
者
也
(
珪
は
諸
侯
の
執
る
所
な
り
。
組
は
綬

な
り
。
印
を
繋
ぐ
所
以
の
も
の
な
り
ご
と
あ
る
。
ま
た
、
江
掩
「
薫

被
侍
中
敦
勧
表
」
に
「
激
昂
栄
華
之
問
、
沈
潜
珪
組
之
内
(
栄
華
の
間

に
激
昂
し
、
珪
組
の
内
に
沈
潜
す
ご
と
あ
る
。

②
漢
書
夏
侯
勝
目
:
-
q
漢
書
』
(
巻
七
十
五
)
夏
侯
勝
伝
に
「
勝

毎
講
授
、
常
謂
諸
生
日
、
士
病
不
明
経
術
。
'
経
術
有
明
、
其
取
青
紫
如

像
拾
地
芥
耳
。
学
経
不
明
、
不
如
帰
耕
(
勝
、
講
授
す
る
ご
と
に
、
常

に
諸
生
に
謂
い
て
日
く
、
土
は
経
術
に
明
ら
か
な
ら
、
ざ
る
を
病
む
。
経

術
荷
く
も
明
ら
か
な
れ
ば
、
主
(
れ
青
紫
を
取
る
こ
と
役
し
て
地
芥
を
拾

う
が
如
き
の
み
。
経
を
学
び
て
明
ら
か
な
ら
ざ
れ
ば
、
帰
り
て
耕
す
に

如
か
ず
と
ご
と
あ
る
。

ω
川
{
終
軍
才
始
達
、

貰
誼
位
方
尊
}

'島r
E
E
E
E
E
E
E
E

李
善
回
、
漢
書
呂
、
終
軍
一
長
安
上
書
。
武
帝
巽
其
文
拝
為
誌
者
絵

@
 

事
中
。
又
田
、
資
誼
為
博
士
。
文
帝
悦
之
超
選
、
歳
中
歪
太
中
大
夫
。

B
a
s
a
-
-
E
S
E
S

③
 

張
銑
臼
、
尊
・
達
謂
見
任
用
也
。

李
一
番
日
く
、

漢
書
に
日
く
、

す
。
武
帝
茶

終
軍
長
安
に
杢
り
て
上

七
七
頁
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の
文
を
異
と
し
、
拝
し
て
詩
者
給
率
中
と
為
す
。
又
日
く
、

と
為
る
。
文
帝
之
を
悦
び
て
超
還
し
、
歳
中
に
太
中
大
夫
に

張
銑
日
く
、
・
達
は
任
用
せ
ら
る
る
を
う
な
り
。

ら
し
む博
口土

〔
校
勘
〕

O
漢

書

臼

「

漢

」

O
歳
中
至
太
中
大
夫

〈
建
州
本
〉

二
歳
中
至
太
中
大
夫
也
」
〈
秀
州
本
〉

「
歳
中
至
太
中
大
夫
自
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本

-
明
州
本
〉

O
張
銑
臼
「
銑
臼
、
終
軍
武
帝
拝
為
謁
者
。
詮
文
帝
拝
為
博
士
。

尊
達
謂
見
任
用
」
〈
陳
八
郎
本
・
秀
州
本
〉

〔
訳
〕李

善
言
う
、
『
漢
書
』
に
「
終
軍
は
長
安
に
至
っ
て
上
表
し
た
。
武

帝
は
そ
の
文
章
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
し
て
終
軍
を
詩
者
給
事
中
に
し

た
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
漢
幸
一
こ
に
、
「
資
誼
は
博
士
と
な
っ
た
。
文
市

は
賓
註
に
才
能
が
あ
る
こ
と
を
喜
び
、
位
を
飛
び
越
え
て
そ
の
年
の
内

に
太
中
大
夫
と
し
た
」
と
あ
る
、
と
。

張

銑

う

、

と

達

と

は

任

用

さ

れ

る

こ

と

を

う
の
で
あ
る
、
と
。

[
注
〕

①
漢
書
日
・
:
『
漢
書
』
(
巻
六
十
四
)
終
軍
伝
に
「
終
軍
字
子
雲
。

済
南
入
車
。
少
好
学
、
以
詩
簿
能
属
文
酪
於
郡
中
。
年
十
八
、
選
為
博

士
弟
子
。
至
府
受
遣
。
太
守
関
茸
(
有
異
材
、
召
見
軍
、
英
一
奇
之
、
与
交

結
。
軍
書
太
守
雨
去
、
至
長
安
上
書
事
。
武
帝
異
其
文
、
拝
軍
為
謁

七
八
頁

者
給
中
(
終
軍
字
は
子
雲
。
済
南
の
人
な
り
。
少
く
し
て
学
を
好
み
、

野
博
に
し
て
能
く
文
を
属
る
を
以
て
郡
中
に
関
こ
ゆ
。
年
十
八
に
し
て
、

選
ば
れ
て
博
士
弟
子
と
為
る
。
府
に
至
り
て
遣
わ
さ
る
。
太
守
其
の
異

材
有
る
を
開
聞
き
、
召
し
て
軍
に
見
み
え
、
甚
だ
之
を
奇
と
し
、
与
に
交

結
す
。
軍
、
太
守
に
揖
し
て
去
り
、
長
安
に
歪
り
て
上
書
し
事
を
言
う
。

武
帝
茶
の
文
を
異
と
し
、
拝
し
て
軍
を
謁
者
給
事
中
と
為
す
ご
と
あ

る。
②
又
日
:
・
『
漢
帯
一
一
こ
国
民
誼
伝
に
「
賢
一
組
、
錐
陽
人
也
。
年
十
八
、

以
能
議
詩
書
属
文
稿
於
郡
中
。
:
:
:
文
帝
召
以
為
博
士
。
是
時
、
詑
年

二
十
絵
、
最
為
少
。
毎
詔
令
議
下
、
諸
老
先
生
未
能
言
、
誼
蓋
為
之
封
、

人
人
各
如
其
意
所
出
。
諸
生
於
是
以
為
能
。
文
帝
説
之
、
超
遷
、
歳
中

至
太
中
大
夫
(
賓
誌
は
、
錐
楊
の
人
な
り
。
年
十
八
に
し
て
、
能
く
詩

舎
を
議
し
文
を
属
る
を
以
て
郡
中
に
稽
せ
ら
る
。
:
:
:
文
帝
召
し
て
以

て
博
士
と
為
す
。
是
の
時
、
誼
年
二
十
鈴
に
し
て
、
最
も
少
為
り
。
詔

令
の
議
下
る
毎
に
、
諾
老
先
生
未
だ
ヰ
一
一
口
う
能
わ
ざ
る
も
、
誼
蓋
く
之
が

為
に
針
え
、
人
人
各
お
の
其
の
意
出
だ
す
所
の
如
し
。
諸
生
是
に
於
い

て
以
て
能
と
為
す
。
文
帝
之
を
説
び
、
超
遷
し
、
歳
中
に
太
中
大
夫
に

至
ら
し
む
ご
と
あ
る
。

③
「
尊
」
は
、
『
孟
子
』
尽
心
に
「
尊
徳
楽
義
、
刻
可
以
露
意
失
(
徳

を
尊
び
義
を
楽
し
め
ば
、
則
ち
以
て
審
麓
た
る
べ
し
ご
と
あ
り
、
そ

の
越
岐
注
に
「
尊
、
貴
也
(
尊
は
、
貴
な
り
ご
と
あ
る
。
吋
戦
国
策
』

秦
策
に
は
「
公
、
大
臣
之
尊
者
也
(
公
、
大
臣
の
尊
な
る
者
な
り
ご

と
あ
り
、
そ
の
高
誘
注
に
「
尊
、
重
也
(
尊
は
、
重
な
り
ご
と
あ
る
。

「
達
」
は
、
『
文
選
』
所
収
の
顔
延
之
「
拝
陵
廟
作
」
に
「
早
服
身

義
重
、
税
達
生
戒
軽
(
早
く
綴
す
る
も
の
は
義
を
身
に
つ
け
る
こ
と
重
一



く
、
晩
く
達
し
す
る
も
の
は
戒
を
生
ず
る
こ
と
軽
し
ご
と
あ
り
、
そ

の
李
善
注
に
「
達
、
{
臣
達
温
(
達
は
、
{
臣
達
な
り
ご
と
あ
る
。
官
吏

と
し
て
身
を
立
て
、
あ
る
程
度
の
い
地
位
に
登
る
こ
と
を
「
達
」
と

いトフ。

1 1 
1 2 

①
 

許
史
乗
華
軒
}

{
金
張
服
務
開
先
、

E
E
r
i
-
-
i
E
i
 

李
善
呂
、
左
思
詩
呂
、
金
張
籍
侶
業
、
七
葉
現
漢
認
。
又
日
、
朝
集

③
 

金
張
館
、
暮
宿
許
史
躍
。
漢
書
劉
向
日
、
王
氏
乗
朱
輪
華
殿
。

音
決
、
一
犯
音
彫
。
完
音
勉
。

李
局
翰
呂
、
碍
金
日
磁
張
安
世
並
累
代
仕
漢
。
故
一
五
詔
晃
。
許
皇
后

・
史
良
錦
之
家
、
並
盛
為
者
修
。
故
一
五
乗
華
軒
也
。

李
善
巴
く
、
左
患
の
詩
に
臼
く
、
金
張
旧
業
を
籍
り
、
七
葉
漢
認
を
践

む
。
又
日
く
、
朝
に
金
張
の
館
に
集
い
、
暮
に
許
史
の
塵
に
宿
る
。
漢

書
に
劉
向
日
く
、
王
氏
朱
輸
に
華
殿
に
乗
る
、
と
。

音
決
に
、
沼
は
音
影
。
開
免
は
音
勉
な
り
、
と
。

李
周
翰
日
く
、
(
硝
)
金
日
碍
・
張
安
世
並
び
に
累
代
漢
に
仕
う
。

故
に
務
星
と
云
う
。
許
皇
后
・
史
良
娩
の
家
、
並
び
に
盛
ん
に
者
修
を

為
す
。
故
に
華
軒
に
乗
る
と
云
う
な
り
、
と
。

〔
校
勘
]

O
左
思
詩
本
文
の
右
傍
ら
に
「
詠
史
」
と

O
樺
金
日
碑
各
本
「
金
日
硝
」
に
作
る
。

き
加
え
ら
れ
て
い
る
。

『
文
選
集
注
」
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
註

左
記
室
(
詠
史
)
思
(
加
藤
)

O
故
云
郡
稲
田
先
「
故
云
服
務
完
」
〈
建
州
本
〉

故
云
乗
華
軒
也
「
故
云
乗
華
軒
」
〈
棟
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州

本
・
建
州
本
〉

〔
訳
〕李

善
い
う
、
左
思
の
「
詠
史
詩
」
に
、
「
金
日
砲
・
張
安
世
の
子
孫

た
ち
は
祖
先
の
遺
業
に
よ
っ
て
七
代
も
認
の
尾
の
冠
を
つ
け
る
ほ
ど
の

高
い
位
に
い
た
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「
朝
は
金
氏
や
張
氏
の

館
に
集
ま
り
、
暮
れ
に
は
許
氏
や
史
氏
の
家
に
宿
る
」
と
あ
る
、
と
。

漢
書
に
劉
向
が
「
王
氏
は
立
派
な
宮
殿
で
朱
を
施
し
た
賞
、
沢
な
車
に
の

っ
て
い
た
」
と
い
っ
て
い
る
、
と
。

『
音
決
』
に
、
「
瀦
の
音
は
彫
。
晃
の
音
は
勉
で
あ
る
」
と
あ
る
。

李
周
翰
い
う
、
金
日
磁
・
張
安
世
の
二
人
は
代
々
漢
に
仕
え
て
い
た
。

よ
っ
て
「
沼
田
先
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
許
皇
后
・
史
長
娩
の
家
は
、
共

に
敵
国
の
か
ぎ
り
を
尽
く
し
て
い
た
。
よ
っ
て
「
華
軒
に
乗
る
」
と
い
う

の
で
あ
る
、
と
。

[
注
〕①

華
軒
「
華
軒
」
は
陶
淵
明
「
一
一
諒
二
疏
」
に
「
餓
送
傾
皇
載
、
華

軒
盈
道
路
(
後
送
す
る
も
の
皇
朝
を
傾
け
、
華
軒
道
路
に
盈
つ
ご
と

あ
る
。
「
華
軒
」
と
は
装
飾
さ
れ
た
貴
族
の
車
の
こ
と
で
あ
る
。

②
左
思
詩
日
・
:
『
文
選
』
所
収
の
左
忠
「
一
一
誠
史
」
詩
に
「
金
張
籍

旧
業
、
七
葉
南
漢
紹
(
金
張
出
業
に
籍
り
、
七
葉
漢
瀦
を
疎
む
ご
と

あ
る
。
そ
の
李
善
注
は
葦
一
巴
の
司
輿
服
士
山
』
を
引
い
て
「
侍
中
・
中
常

侍
冠
、
武
弁
、
貌
尾
為
飾
(
侍
中
・
中
常
侍
の
冠
、
武
弁
、
抑
制
尾
も
て

七
九
寅
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飾
と
為
す
ご
と
い
う
。
ま
た
、
「
税
制
」
は
、
梁
一
兆
帝
「
和
劉
以
内
兼

明
堂
斉
宮
詩
」
に
「
抑
制
問
先
交
輝
映
、
蔚
明
州
自
相
喧
(
認
混
交
ご
も
輝
映

し
、
時
現
白
か
ら
柁
喧
す
ご
と
あ
る
。
「
瀦
」
は
、
判
説
文
解
字
い
に

「
認
、
鼠
属
。
大
雨
黄
黒
。
出
拐
了
零
国
(
認
は
、
鼠
の
属
な
り
白
大

に
し
て
黄
黒
。
期
了
零
留
よ
り
出
ず
)
」
と
あ
る
。
「
問
先
」
は
吋
春
秋
左

氏
簿
』
桓
公
二
年
に
「
表
・
器
ナ
骸
・
誕
」
と
あ
り
、
そ
の
社
預
注
に

「
亮
、
冠
山
色
(
晃
は
、
冠
な
り
ご
と
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
孔
穎
遼
疏

に
は
「
冠
者
、
首
服
之
大
名
。
星
者
、
冠
之
別
競
(
冠
は
、
首
服
の
大

名
な
り
。
器
ん
は
、
冠
の
別
畿
な
り
ご
と
あ
る
。

③
漢
喜
劇
鮒
向
日
:
・
『
漢
書
』
議
向
簿
に
「
今
王
氏
一
姓
一
来
朱
輪
華

穀
者
二
十
三
人
、
青
紫
務
弾
充
盈
援
内
(
今
王
氏
の
一
一
姓
朱
輪
華
に

乗
る
者
二
十
三
人
、
青
紫
怒
弾
握
内
に
充
盈
す
ご
と
あ
る
。

~~ 1 3 
....... 1 4 

1 5 
1 6 

{
王
侯

公
卿
重

。
太
平
多
様
娯
、

片
義
、

李
善
呂
、
張
景
陽
一
一
諒
史
詩
日
、

①
 

東
都
内
、
牽
公
祖
二
疎
。

。

呂
延
済
日
、
片
議
謂
婁
敬
議
都
市
封
奉
春
。

而
登
郷
相
。
歓
宴
。
娯
楽
準
。
飛
蓋
東
都
内
、

霧
也
。陸

善
経
白
、

居
徒
苦
心
術
、

議
也
。

昔
在
蕗
京
持
、

片
善
一
以
見
進
達
、
皆
得
富
阜
県
得
接
歓
娯
。
守
道
窮

不
如
趣
勢
以
楽
嘗
持
砲
。
今
案
五
家
陸
経
本
、
義
為

飛

東
都

議
議

八

O
頁

日
く
、
張
景
陽
の
詠
史
詩
に
日
く
、
昔
西
京
に
在
り
し
時
、
朝

野
纏
娯
多
し
、
藷
藷
た
る
東
都
内
、
牽
公
二
疎
を
祖
る
、
と
。

呂
延
済
日
く
、
片
議
は
婁
敬
の
都
を
議
り
奉
春
に
封
ぜ
ら
る
る
を
謂

う
な
り
口
一
言
は
田
千
秋
の
一
言
に
し
て
郷
相
に
登
る
を
謂
う
な
り
。

歓
は
宴
な
り

D

娯
は
楽
な
り
。
蓋
を
東
都
内
に
飛
ば
す
と
は
、
供
帳
以

て
疎
麓
・
疎
需
を
送
る
を
謂
う
な
り
、
と
。

陸
蕃
経
日
く
、
片
善
・
一
言
以
て
進
達
せ
ら
れ
、
皆
富
貴
を
得
て
、

歓
娯
に
接
す
る
を
得
た
り
。
道
を
守
り
て
居
に
窮
し
、
徒
ら
に
心
術
を

苦
し
む
る
は
、
趣
勢
以
て
嘗
時
を
楽
し
む
に
如
か
ざ
る
な
り
、
と
。

今
案
ず
る
に
五
家
・
娃
善
経
本
は
、
義
を
議
と
為
す
な
り
。

〔
校
勘
〕

O
戟
野
多
様
娯
「
朝
野
多
歓
娯
」

本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
封
奉
春
「
封
奉
春
君
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建

州
本
〉O

送
疎
康
・
疎
毒
患

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
思
子
監

「
送
疎
座
間
・
疎
受
」
〈
陳
八
郎
本
・
建
州
本
〉

「
送
疎
慶
・
疎
受
也
」
〈
明
州
本
・
秀
州
本
〉

〔
訳
〕李

善
い
う
、
張
協
の
「
詠
史
詩
」
に
、
「
昔
都
が
長
安
に
あ
っ
た
こ

ろ
、
朝
廷
で
も
民
間
で
も
喜
ば
し
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
あ
の
立
派
な

東
都
内
で
は
疎
慶
・
疎
受
の
二
者
を
送
る
た
め
に
酒
盛
り
が
行
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
」
と
あ
る
、
と
。



呂
延
済
い
う
、
片
議
と
は
劉
敬
が
遷
都
を
申
し
出
て
奉
春
君
に
封
、
ぜ

ら
れ
た
こ
と
を
謂
う
の
で
あ
る
。
一
一
一
一
一
口
と
は
田
千
秋
が
一
言
に
し
て
大

臣
に
登
用
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
歓
と
は
安
ん
ず
る
こ
と
を

い
う
。
娯
と
は
楽
し
む
こ
と
を
い
う
。
葦
を
東
都
内
に
飛
ば
す
と
い
う

の
は
、
宴
を
開
い
て
疎
慶
・
疎
受
の
二
者
を
送
り
出
し
た
こ
と
を
い
う

の
で
あ
る
、
と
。

陸
善
経
い
う
、
片
善
・
士
一
一
一
口
は
、
官
吏
に
登
用
さ
れ
、
み
な
富
を
得

て
た
の
し
む
こ
と
を
得
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
道
を
守
っ
て
住
む

所
に
も
苦
し
み
、
無
駄
に
心
魂
を
苦
し
め
る
こ
と
は
、
時
勢
に
従
っ
て

そ
の
時
を
楽
し
む
こ
と
に
及
ば
な
い
、
と
。

今
調
べ
る
に
、
五
家
本
・
陸
善
経
本
は
、
義
を
議
に
作
っ
て
い
る
。

[注〕①
二
疎
「
二
疎
」
は
疎
慶
・
疏
受
の
こ
と
。
『
漢
書
』
疎
庚
伝
に

「
疏
慶
字
仲
翁
。
東
海
関
陵
人
也
。
:
:
:
賢
兄
子
受
、
字
公
子
(
疏
演

字
は
仲
翁
。
東
海
関
陵
の
人
な
り
。
:
:
:
療
の
兄
の
子
受
、
字
は
公
子
ご

と
あ
る
。

②
『
漢
書
』
婁
敬
伝
に
「
婁
敬
斉
人
也
。
・
:
:
・
高
帝
間
牽
臣
。
牽
臣

皆
山
東
人
、
争
言
田
川
王
数
百
年
、
秦
二
世
郎
亡
。
不
如
都
周
。
上
疑
未

能
決
。
及
留
侯
明
言
入
関
使
、
郎
日
駕
西
都
関
中
。
於
是
上
回
、
本
一
一
一
一
向

都
秦
地
者
婁
敬
。
婁
者
総
也
。
賜
姓
劉
氏
、
拝
為
郎
中
、
続
日
奉
春
君

(
婁
敬
は
斉
人
な
り
。
高
常
筆
直
に
問
う
。
筆
臣
比
白
山
東
の
人
に
し
て
、

争
い
て
周
王
は
数
百
年
、
秦
は
二
世
に
し
て
則
ち
亡
ぶ
。
関
川
に
都
す
る

に
如
か
ず
と
言
う
。
上
疑
い
て
未
だ
決
す
る
能
わ
ず
。
留
侯
の
関
に
入

る
は
伎
な
り
と
明
言
す
る
に
及
び
て
、
即
ち
日
に
西
に
駕
し
て
関
中
に

『
文
選
集
注
』
江
掩
「
雑
体
持
」
訳
注
(
二
)

左
記
室
(
詠
史
)
思
(
加
藤
)

都
す
。
是
に
於
い
て
よ
し
て
日
く
、
本
秦
地
に
都
す
る
こ
と
を
う
者

は
婁
敬
な
り
。
婁
は
劉
な
り
と
。
姓
都
氏
を
賜
り
て
、
拝
せ
ら
れ
て
郎

中
と
為
り
、
読
し
て
奉
春
君
と
白
う
ご
と
あ
る
。

③
『
漢
書
』
車
千
秋
伝
に
「
車
千
秋
、
本
姓
田
氏
。
其
先
斉
諸
田
従

長
陵
。
千
秋
為
高
寝
郎
。
曾
衛
太
子
為
江
充
所
諮
敗
、
久
之
、
千
秋
上

急
変
、
訟
太
子
菟
日
、
「
子
弄
父
兵
、
罪
嘗
答
。
天
子
之
子
過
誤
殺
人
、

首
何
罪
哉
。
臣
嘗
夢
見
一
白
頭
翁
、
教
臣
言
」
。
是
時
、
上
頗
知
太
子

憧
恐
無
他
意
、
乃
大
感
籍
、
召
見
千
秋
。
至
前
、
千
秋
長
八
尺
絵
、
鰻

貌
甚
一
麓
、
武
帝
見
市
説
之
、
語
日
、
「
父
子
之
問
、
人
所
難
言
也
。
公

濁
明
其
不
然
。
北
高
瀬
神
霊
使
公
教
我
。
公
嘗
遂
為
五
口
輔
佐
」
。
立
拝

千
秋
為
大
鴻
臆
。
数
月
、
遂
代
劉
屈
楚
為
丞
如
何
、
封
富
民
侯
。
千
秋

無
他
材
能
術
学
、
又
無
伐
関
・
功
労
、
特
以
一
一
一
一
一
口
癌
意
、
旬
月
取
宰
相

封
侯
。
世
未
嘗
有
也
。
(
車
千
秋
、
本
姓
は
田
氏
。
其
の
先
斉
の
諸
田

の
長
陵
に
従
る
。
千
秋
高
寝
の
郎
と
為
る
。
命
日
た
ま
衛
太
子
江
充
の

諮
放
す
る
所
と
為
り
、
之
を
久
し
く
し
て
、
千
秋
急
変
を
上
し
、
太
子

の
菟
を
訟
し
て
臼
く
、
「
子
、
父
の
兵
を
弄
ば
ば
、
罪
と
し
て
嘗
に
答

べ
し
。
天
子
の
子
過
誤
し
て
人
を
殺
さ
ば
、
何
の
罪
に
か
嘗
ら
ん
や
。

臣
嘗
て
夢
に
一
白
頭
翁
を
見
、
臣
を
し
て
言
わ
し
む
」
と
。
是
の
時
、

上
頗
ぶ
る
太
子
の
柏
田
恐
し
て
他
意
無
き
を
知
り
、
乃
ち
大
い
に
感
籍
し
、

召
し
て
千
秋
を
見
る
。
前
に
至
り
て
、
千
秋
の
長
八
尺
絵
、
総
貌
甚
だ

麗
に
し
て
、
武
帝
見
て
之
を
説
び
、
謂
い
て
日
く
、
「
父
子
の
問
、
人

の
一
一
一
一
口
い
難
き
所
な
り
。
公
濁
り
其
の
不
然
を
明
ら
か
に
す
。
此
れ
高
離

の
神
霊
公
を
し
て
我
に
教
え
し
む
。
公
首
に
遂
に
五
口
が
輔
佐
と
為
る
べ

し
」
と
。
立
ち
ど
こ
ろ
に
千
秋
を
拝
し
て
大
鴻
艦
と
為
す
。
数
月
に
し

て
、
遂
に
側
部
局
麓
に
代
り
て
丞
相
と
為
り
、
民
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
千

八
一
頁



筑
技
中
薗
文
化
論
畿
第
三
十
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二
O

二

秋
に
他
の
材
能
術
学
無
く
、
又
た
伐
隣
・
功
労
無
く
、
特
だ

て
籍
意
せ
し
め
、
旬
月
に
し
て
宰
抑
制
を
取
り
侯
に
封
ぜ
ら
る
。

だ
嘗
て
有
ら
ざ
る
な
り
ご
と
あ
る
。

-間:

にを
米以

げ
は
{
顧
念
張
仲
蔚
、
蓬
蕎
溺
中
関
}

李
基
口
日
く
、
曹
子
建
の
瞬
間
徐
幹
詩
に
日
く
、
顧
り
み
て
蓬
の
士
を

念
う
と
。
越
妓
の
三
輔
決
録
の
注
に
日
く
、
張
仲
蔚
は
扶
風
の
人
な
り
。

少
く
し
て
馬
郡
の
貌
景
郷
と
身
を
隠
し
て
仕
え
ず
。
天
宮
に
明
ら
か
に

博
物
に
し
て
、
好
賦
を
為
る
を
好
む
。
居
る
所
の
蓬
落
人
を
没
す
、
と
。

音
決
に
、
蔚
の
音
は
尉
。
蕎
口
口
の
反
な
り
、
と
。

劉
良
日
く
、
其
の
才
を
顧
念
す
る
な
り
、
と
。

(
校
勘
〕

O
越
妓
三
輔
決
録
注
臼
「
超
現
.
三
輔
決
録
注
臼
」
〈
建
州
本
〉

。
少
与
馬
郡
「
少
与
問
郡
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
・

明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
明
天
宮
博
物
、
好
為
好
賦

「
明
天
宮
博
学
、

好
為
詩
賦
」

〈尤

八
二
頁

刻
本
・
胡
刻
本
〉

「
明
天
官
博
物
、
好
為
詩
賦
」

本
・
間
関
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
所
居
蓬
鳶
没
人
「
所
居
蓬
蕎
没
人
也
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・

国
子
監
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
音
決
、
蔚
音
尉
。
蕎
反
蕎
字
の
傍
ら
に

れ
て
い
る
。

O
顧
念
其
貴
才

州
本
・
建
州
本
〉

〈
国
子
監

「
呼
高
」

と
書
き
込
ま

「
顧
念
念
其
遺
才
」

〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀

(
訳
〕李

叫
い
う
、
曹
植
の
「
贈
徐
幹
」
詩
に
、
「
蓬
室
の
士
の
こ
と
が
思

い
起
こ
さ
れ
る
」
と
あ
る
。
越
妓
の
『
一
ニ
輔
決
録
』
の
注
に
、
「
張
仲

蔚
は
扶
風
の
人
で
あ
る
。
若
く
し
て
周
郡
(
向
郡
)
の
貌
景
郷
と
供
に

隠
遁
し
て
出
仕
し
な
か
っ
た
。
天
文
に
明
ら
か
で
あ
り
、
広
く
物
事
に

精
通
し
て
、
よ
い
斌
を
制
作
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
。
彼
が
住
ん
で
い
た

場
所
は
蓬
が
生
い
茂
っ
て
い
て
人
の
背
丈
も
越
す
も
の
で
あ
っ
た
」
と

あ
る
、
と
。

『
音
決
』
に
、
「
蔚
の
音
は
尉
で
あ
る
。
蓄
は
(
呼
高
)
の
反
で
あ

る
」
と
あ
る
。

劉
良
い
う
、
そ
の
貴
い
才
能
を
思
い
起
こ
す
の
で
あ
る
、
と
。

(
注
〕①

張
仲
蔚
ご
高
士
伝
」
に
「
張
仲
蔚
者
平
陵
人
也
。

郷
、
倶
修
道
徳
、
穏
身
不
位
。
明
天
官
博
物
、
善
属
文
、

与
伺
郡
貌
景

好
詩
紙
。
常



居
窮
素
、
所
慮
蓬
蓄
没
入
。
関
門
養
性
、
不
治
栄
名
。
時
人
莫
識
。
唯

劉
襲
知
之
(
張
仲
蔚
は
平
陵
の
人
な
り
。
同
郡
の
貌
景
卿
と
、
倶
に
道

徳
を
修
め
、
身
を
偲
し
て
仕
え
ず
。
天
官
に
明
ら
か
に
博
物
に
し
て
、

善
く
文
を
属
り
詩
賦
を
好
む
。
常
に
窮
素
に
居
り
、
慮
る
所
の
蓬
士
一
両
人

を
没
す
。
円
を
閉
ざ
し
て
て
性
を
養
い
、
栄
名
を
治
め
ず
。
時
の
人
識

る
莫
し
。
唯
だ
都
襲
の
み
之
を
知
る
ご
と
あ
る
。
ま
た
、
陶
淵
明
「
一
一
諒

貧
士
」
其
六
に
「
仲
蔚
愛
窮
居
、
透
宅
生
蕎
蓬
。
臨
調
然
絶
交
遊
、
賦
詩

顔
能
工
(
仲
蔚
窮
居
を
愛
し
、
宅
を
透
り
て
寓
蓬
生
ず
。
毅
然
と
し
て

交
遊
を
絶
ち
、
詩
を
賦
す
る
に
頗
る
能
く
工
な
り
ご
と
あ
る
。
ま
た
、

江
掩
の
「
詣
建
平
王
上
書
」
に
「
子
綾
間
関
於
東
越
、
仲
蔚
社
内
於
西

秦
。
亦
良
可
知
也
(
子
陵
は
腐
を
東
越
に
閉
ざ
し
、
仲
蔚
は
門
を
西
秦

に
社
ざ
す
。
亦
良
に
知
る
可
き
な
り
ご
と
あ
る
。

(
筑
波
大
学
大
学
続
人
文
社
会
科
学
研
究
科
簿
士
課
程
)

『
文
選
集
注
』

(二

O
一
O

i
一

江
掩
「
雑
体
詩
」

一
年
度
)
演
習
参
加
者

(
五
十
音
煩
)

荒

井

稽

(

あ

ら

い

・

れ

い

)

加

藤

文

彬

(

か

と

う

・

ふ

み

あ

き

)

左

思

担

当

逆
瀬
川
彰
子
(
さ
か
せ
が
わ
・
あ
き
こ
)

重

野

宏

一

(

し

げ

の

・

ひ

ろ

か

ず

)

陸

機

担

当

花

岡

亜

希

(

は

な

お

か

・

あ

き

)
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